
Ｇデバイス ●植物工場応用センサネットシステム 

技術内容 

研究の概要 
センサネットを適用した省エネ評価用植物工場を構築し、センサネットの効果及びMEMSデバイ
スの実用化を検討 

環境情報 

栽培情報 

エネルギー情報 

設備・環境 
制御 

栽培制御 

設備制御 

・温度、湿度、日射、風量 

・水温、水分、EC 

・温風ボイラー 
・天窓開閉、側窓開閉 
・補光照明 
・細霧冷却 

・電力、ガス、水 

遠隔監視 
無線センサ 

センサデータ 
収集 
管理 
保管 

インターネット 

センサネット植物工場 

実験内容 A棟(従来棟） B棟（センサネット） 

細霧冷却 
・ノズル 
・温度とタイマによるオンオフ制御 

・ファン＋ノズル(2ブロック分割制御） 
・温度、湿度を監視してオンオフ制御 

補光照明 
・ナトリウムランプ 
・日射量によるオンオフ制御 

・LED(4ブロック分割制御） 
・日射量によるオンオフ制御 

冬季暖房  
・ガスボイラー 
・温度によるオンオフ制御 

・ガスボイラー＋ヒートポンプ（2台） 
・温度によるオンオフ制御 

土壌灌水  
・潅水システム 
・タイマーによるオンオフ制御 

・潅水システム（3ブロック分割制御） 
・土壌水分によるオンオフ制御 

（１）植物工場の省エネ評価環境構築 

（２）植物工場の省エネ制御方式提案 

植物工場の写真（東京農大世田谷キャンパス） 

栽培状況（レタス） 栽培状況（トマト） 

LED照明 細霧冷却ﾌｧﾝ ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 制御装置 

センサノード 
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目標： 
植物工場の省エネを実現する方式の提案 
・省エネ目標 エネルギー20％削減 
・植物収穫量 10％改善   

成果の具体的説明 

成果まとめ： 
１）植物工場向の省エネ制御方式として、4方式提案 
２）省エネ 20％削減、収穫率10％改善 
３）灌水ノズルのMESM化提案 
４）実用化時の投資回収計画案  
  省エネ：10年で回収、収量改善を考慮：2～3年で回収      

N
O 

実験
項目 

省エネ 秀品率 

1 
細霧
冷却 

水の使用量 
約75％削減 

 - 

2 
補光
照明 

電力量 
約70％削減 

リーフレタス 
秀品率 
約10％改善 

3 
冬季
暖房 

CO2排出量 
約30％～
40％削減 

リーフレタス 
秀品率 
約10％改善 

4 
土壌
灌水 

水の使用量 
約80％削減 

トマトの糖度 
約20％改善 

投資と回収計画案 MEMS化提案 

植物工場省エネ実験結果 補光照明の点灯時間評価 冬季暖房の収量評価 

10年 5年 

投資 
増加額 
1200万 

省エネ（130万/年） 
回収期間10年 

収量改善（600万/年） 
回収期間2～3年 Ｄ 

土壌水分センサ 

無線部 

太陽光発電 

マイコン 

灌水 

バルブ制御 

灌水用 
チューブ 

電源回路 
（2次電池） 

水量制御 
バルブ 

果物、野菜の一株単位での灌水管理の実現 

栽培エリアの位置 北側 南側 

収量（％） 
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A棟の収量 

B棟（センサネット）の収量 

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟとｶﾞｽﾎﾞｲﾗｰの併用制御で収量改善 
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北側の 
補光照明 

南側の点灯時間
を30分削減 

エリア毎の日射量の差による照明の省エネ化 
日数 

南側の 
補光照明 

朝の補光照明消灯時間 

本提案方式による投資増加額の回収案 

植物工場（3000m2の例） 


